


△危険

（全般）

・危険場所（ガスまたは蒸気の爆発性雰囲気が存在するおそれがある場所）に適合した防

爆電気機器を使用してください。

工場耐圧防爆形モータの適用範囲は，労|伽省雌業安全{i川究所の工場電気設仙防爆指針

で次のように規定されています。

発火度:G1～G4

爆発等級: 1級, 2級

使用場所: 1種場所、 2種場所

･活線状態で作業しないでください。必ず電源を切って作業してください。

感電のおそれがあります。

･運搬，設置配管･配線運転・操作，保守･点検,修理，分解の作業は，各防爆構

造電気設備の施工， 関連法規など原理及び機能の知識並びに技能をもった人が実施

してください。

爆発． 引火，感電けがのおそれがあります。

･本ブレーキモータは，安全ブレーキではありません。危険な用途に使用される場合は，

補助の制動装置を併用してください。

・お客様による製品の改造は，絶対に行わないでください。

爆発、 リ|火のおそれがあります。

（配管・配線）

･電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または取扱説明書によって実施してくださ

い。

感電や火災のおそれがあります。

･電源ケーブルやモータリード線を無理に曲げたり， 引っ張ったり， はさみ込んだりしな

いでください。

感電のおそれがあります。

･外部導線の引込みは，電気設備技術基準， 内線規程防爆指針によって実施してくださ

い。

爆発引火，感電のおそれがあります。

(据え付け・調整）

・アース用端子を確実に接地してください。

感電のおそれがあります。

･天井や壁へモータを取り付けて使用する場合，条件によっては落下のおそれがあります

ので，使用可能な範囲についての詳細は，外形図に従ってください。

けがのおそれがあります。

(運転）

・通電中にドアーまたはカバーを開けないでください。

爆発， 引火のおそれがあります。

･端子箱のカバーを取り外した状態で運転しないでください。作業後は，端子箱のカバー

を元の位置に取り付けてください。

爆発， 引火．感電のおそれがあります。

・運転中に回転体（シャフトなど）へは，絶対に接近または接触しないでください。

巻き込まれけがのおそれがあります。

･停電したときは， 必ず電源スイッチを切ってください。

けがのおそれがあります。

･ブレーキ緩めハンドルを緩めた状態での運転は，絶対にしないでください。

爆発のおそれがあります。

(保守・点検）

･電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または外形図によって実施してください。

感電や火災のおそれがあります。
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A危険

(保守・点検）

･外部導線の引込みは，電気設備技術基準， 内線規程，防爆指針のほか，取扱説明書によ

って実施してください。

爆発， 引火，感電のおそれがあります。

･ブレーキを緩めることにより，相手機械が回るおそれがあるときは， 必ず相手機械を固

定してからブレーキ緩めハンドルを操作してください。

･機械の調整などでブレーキ緩めハンドルを使用した場合は，必ず元に戻してください。

機械が暴走し事故のおそれがあります。

△ 盲
〃空、

､、

汪

（全般）

・防爆電気機器の仕様範囲以外で使用しないでください。

感電けが，破損などのおそれがあります。

・防爆電気機器の開口部に，指や物を入れないでください。

感'屯、 けが， 火災などのおそれがあります。

・損傷した防爆電気機器を使用しないでください。

けが， 火災などのおそれがあります。

・お客様による製品の改造は， 当社の保証範囲外ですので，責任は負いません。

‐銘板が常に見えるように，障害物を置かないでください。

・銘板を取り外さないでください。

・モータをインバータで駆動する場合は， インバータ専用モータを使用してください。

焼撹のおそれがあります。

(輸送・運搬）

・運搬時は，落下，転倒すると危険ですので，十分ご注意ください。

吊りボルトがあるモータは，必ず吊りボルトを使用してください。ただし，機械に据え付

けた後， 吊りボルトで機械全体を吊り上げることは避けてください。

吊り上げる前に銘板，梱包箱，外形図などにより，防爆電気機器の質量を確認し， 吊り具

の定格荷重以上の防爆電気機器は吊らないでください。

吊りボルトの破損や落下，転倒によるけが， 破脳のおそれがあります。

（開梱）

・天地を確認のうえ， 開梱してください。

けがのおそれがあります。

・現品が注文どおりのものかどうか，確認してください。

｜川巡った製品を設置した場合， けが、 破批などのおそれがあります。

(据え付け・調整）

・モータの周囲には，可燃物を絶対に置かないでください。

火災の危険があります。

・モータの周囲には，通風を妨げるような障害物を置かないでください。

冷却が阻害され． 異常過熱によるやけど， 火災の危'晩があります。

・モータを負荷と結合する場合，心出し，ベルト張り，プーリの平行度などにご注意くださ

い。直結の場合は，直結精度に注意してください。ベルト掛けの場合は，ベルト張力を正

しく調整してください。また，運転前には，プーリやカップリングの締め付けボルトは，

確実に締め付けてください。

破片飛敞によるけが， 装置破損のおそれがあります。

・回転部分に触れないように， カバーなどを設けてください。

けがのおそれがあります。
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△注
一
己
心

（据え付け・調整）

・モータ単体で回転させる場合，主軸に仮付けしてあるキーを取り外してください。

けがのおそれがあります。

・機械との結合前に， 回転方向を確認してください。

けが． 装置破損のおそれがあります。

・モータには絶対に乗らない，ぶら下がらないようにしてください。

けがのおそれがあります。

・モータの軸端部のキー溝は， 素手で触らないでください。

けがのおそれがあります。

（配管・配線）

・配線は，電気設備技術基準， 内線規程，防爆指針に従って施工してください。

焼損や火災のおそれがあります。

・保護装置は， モータに付属していません。

過負荷保護装世は､電気設備技術基準により,取り付けが義務づけられています｡過負

荷保護装置以外の保護装置（漏電遮断器など）も設置することを推奨します。

焼損や火災のおそれがあります。

（運転）

・運転中， モータはかなり高温になります。手や体を触れないように注意してください。

やけどのおそれがあります。

・異常が発生した場合は， 直ちに運転を停止してください。

感電， けが、 火災などのおそれがあります。

‐電源開閉等によるサージの影響が考えられる場合はノイズ対策を施してください。

（保守・点検）

・ブレーキライニングは摩耗します。ブレーキカバーに貼っている取扱銘板に従って，定

期的に電磁石のストロークの点検・調整をしてください。

ストロークを規定値以上で使用すると， ブレーキが破損するおそれがあります。

・ブレーキライニングを交換した直後の制動トルクは，規定値の80％程度です。規定値の

制動トルクが必要な場合は，十分になじみ運転（500回程度）をしてから使用してくだ

さい。

・絶縁抵抗測定の際は，端子に触れないでください。

感電のおそれがあります。

・絶縁抵抗測定の際は， 周囲にガスまたは蒸気の爆発性雰囲気がないことを確認してくだ

さい。

爆発， 引火のおそれがあります。

・モータの表面は，高温になっている場合がありますので，保守・点検の際には，素手で

触らないでください。

やけどのおそれがあります。

・ベアリングへのグリース注入・排出時には，給油銘板に従って行い， 回転体にご注意く

ださい。

けがのおそれがあります。

（修理。分解・改造）

･修理・分解・改造は，必ず専門家が行ってください。

感電． けが．火災などのおそれがあります。

（廃棄）

・モータを廃棄する場合は，一般産業廃棄物として処理してください。
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耐圧防爆形クイックブレーキモータは、工場電気設備防爆指針及び各種防爆規格
に準拠して．安全M言と信頼!'化を徹底的に追求して製作し，厳密な品質管理をして
います。

耐圧防爆形クイックブレーキモータをご使用になる前に， この取扱説明書を熟読
し， 正しい取り扱いをしてください。

また， 日常の保守や点検， 故障の発見などの保全管理にも取扱説明書が必要にな
りますので， 大切に保管しておいてください。

全閉・耐圧防爆形（脚取付形）
EGBQ-F形0.75kW 4極

全開・耐圧防爆形（フランジ形）
EGLBQ-5F形0.4kW 4極

△危険

・危険場所(ガスまたは蒸気の爆発性雰囲気が存在するおそれがある場所)に適合した防爆
電気機器を使用してください。

工場|耐圧防爆形モータの適川範囲は， 労働省j唯業安全研究所の工場電気設備防爆指針で，
次のように規定されています。

発火度:G1～G4

爆発等級： 1級． 2級

使用場所: 1極場所, 2種場所

・活線状態で作業しないでください。必ず電源を切って作業してください。
感電のおそれがあります。

・運搬，設置，配管・配線運転・操作，保守・点検，修理，分解の作業は，各防爆構造・
電気設備の施工,関連法規など原理及び機能の知識並びに技能をもった人が実施するか，
当社にご用命ください。

爆発， 引火、感電けがのおそれがあります。

・お客様による製品の改造は，絶対に行わないでください。

爆発引火のおそれがあります。

△ 注
一
己
》

･防爆電気機器の仕様範囲以外で使用しないでください。

感電けが、 破損などのおそれがあります。

･防爆電気機器の開口部に，指や物を入れないでください。

感堆， けが、 火災などのおそれがあります。

･損傷した防爆電気機器を使用しないでください。

けが，火災などのおそｵ1があります。

･ネームプレートが常に見えるように， 障害物を置かないでください。

･ネームプレートを取り外さないでください。

医
己



1 現品到着時の点検

△ 息注

．運搬時は，落下・転倒すると危険ですので， 十分ご注意ください。
吊りボルトがある防爆電気機器は， 必ず吊りボルトが， しっかり締め付けられているこ
とを確認してから， 吊りボルトを使用してください。

ただし，機械に据え付けた後， 吊りボルトで機械全体を吊り上げることは避けてください。
吊り上げる前に， ネームプレート，梱包箱，外形図， カタログなどにより，防爆電気機
器の質量を確認し， 吊り具の定格荷重以上の防爆電気機器は吊らないでください。
吊りボルトの破損や落下， ’|騒倒によるけが、 破批のおそれがあります。
・天地を確認してから， 開梱してください。

けがのおそれがあります。

、現品が注文どおりのものかどうか，確認してください。

間違った製品を設置した場合， けが、 破損などのおそれがあります。

製品は．厳重な検査を行ったうえで，お届けしていますが，念のため次の点をお
調べください。

(1) ご注文どおりの製品かどうか，製品のネームプレートを見て確認してください。
(2) 出力軸にブレーキがかかっているかどうか。

(3) ブレーキゆるめハンドルを反時計方向にゆるめて軸が自由に回るか。確認後
は必ずブレーキゆるめハンドルをもとにセットしてください。

(4) 各部の締付けねじ類が緩んでいないかどうか。
(5) 輸送中に生じた破損個所はないか。

(6) 電動機の軸受にローラ軸受を使用している場合は， スラスト止め金具をはず
して． 軸がなめらかに回るかどうか。

以上のほかに．構造上に不審な点がありましたら， すぐに当社代理店または
当社営業所にご連絡ください。

2 運搬時の注意

電動機軸受のスラスト止め金具を取り外した後，再度電動機を運搬する場合は，
輸送中の振動・ショヅクによる軸受の損傷を防ぐため，必ずスラスト止め金具を
取付けてください。

3 保管

電動機を長期間保存する場合は．次のことを考慮してください。

・清潔で乾燥した次のような場所に保管してください。

・風雨や水滴のかからない所 ・湿度の低い所 ・有害のガスや液体のない所

・冷媒温度が0～40℃のところ ・振動のない所

・電動機は屋内保管が原則ですが、やむをえず屋外に保管する場合は， カバーで

覆いをし，雨水やじんあいの侵入を防止してください。

なお， 保管中でも次の点検をときどき(1ヶ月に1回程度） してください。

(1) 軸などの機械加工面には．念のために錆止めを塗布してください。

(2) 月に1回程度は，電動機を約30回以上手回しするか， または5分間の空回し

運転をしてください。
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竃動機に錆が発生していないか， ｜|寺々洲べてください。電動機には，錆が発
生しないように防錆塗装をしていますが，保管条件によっては錆が発生する
ことがあります。

巻線の絶縁抵抗値を測定し， 目安として3MQ以上あることを確認してください。

(3)

(4)

4ブレーキの構造と動作

構造は図1及び図2に示します。表1は部品名称を示します。

電動機停止中は図lの上半分に示すように． 可動鉄心は制動ばねによって電動機
側に押され、 ブレーキ円板に制動力を加えています。電源を投入すると電動機と

同時に電磁石が付勢し、 吸引力が制動ばねの力に打ち勝って，可動鉄心は固定鉄
心に吸引され， 制動状態が解かれて電動機として運転します。

電動機運転中は図lの下半分に示すように，電源を解放すると電磁石が消勢する

ので，可動鉄心は制動ばねの力で111iしもどされて， ブレーキ円板に制動圧力を加
え電動機は急速に停止します。

表1 部品名称
Ｊ
ｆ
Ｊ

Ｉ
Ｊ

ｌ
２
３
１
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
哩
喝
皿

冊 部 ，始名刺 附月 l i'flI !h!1 名称
15 1 1i , |り止めボルト

胴

キーブレート

ブレーキゆるめハンドル
一
川 ロックワッシャ

ギャップ調盤ねじボルト

ブレーキカバー取り外しポﾙﾄ

ブレーキカバー

ナット

支え板

バックプレート

緩衝バネ －体で取I‘
‘迩磁コィル

バネ座

制動バネ

スピンドル

砿磁石可動鉄心

一体で取り

Ⅳ

鵬

胸

ブレーキ円板

ライニング

フロートバネ

一体

加
一
型 ナット

ハフ

トルクピ＞

翠
一
瀦
一
型
一
顕

外し '一体体

スタッド

ブレーキベース

ブラケット

戻しバネ

ブッシング

調
一
”

28

句予

8 28 12

〆且

停止時

↑
停止恥 13

1
運転開

運雌時

刊
句
『

そｑ

２ＲＧ ブレーキ

ゆるめ力ブレーキ

ゆるめ
20 J1

カバー 21
19

18

14 19 20 22
18

図1 ブレーキ形式QBFDG-MOO2～MO24 図2 ブレーキ形式QBFDG-MO40～M160
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5据え付け

△ 息注

・スターデルタ始動を行う場合は，一次側に電磁開閉器付きのもの（3コンダクタ方式）
を選定してください。

火災のおそれがあります。

、モータをインバータで駆動する場合は， 必ず表示された専用のインバータで運転してく

ださい。モータとインバータは， 1対1の組合せで認可されています。

爆発Ijl火のおそれがあります。

･モータの周囲には，通風を妨げるような障害物を置かないでください。

冷却が阻害され異常過熱による爆発． 引火．やけどの危険があります。

5. 1 さび止め塗料の処理

軸端部やフランジ面にはさび止め塗料を塗っています。据え付けに先立ちこの塗
料をシンナで洗い落してください。その際ほかの部分にはシンナを付けないよ
うにご注意ください。

5.2据え付け場所

適用場所に据え付けることはもちろんですが，更に次の条件にあった場所をお選
びになることをおすすめします。

(1) 風通しが良く，可燃性ガスまたは蒸気濃度ができるだけ爆発限界を外れた所。
(2) 粉じんができるだけ少ない所。

(3) 周囲の排水が完全に行われている所。

(4) 保守や点検が容易に行える所。

5.3据え付け方向

据え付け方向は、 軸水平を標準にしています。

軸水平以外でご使用になる場合は，機種によって部分的に構造を変更する必要が
ありますので． 代理店または当社営業所にご連絡ください。

（注）屋外･フランジ形の軸貫jm部は，屋外構造になっていません。軸貫通部に直接，雨や/kが

かからないよう機械側で保護してください。

5.4据え付け基礎

ベッドや基礎または架台などは， モータの質量のほかに運転時の動的荷重も加わ
り，振動の発生原因になりますので，頑丈な構造にしてください。

また，モータの耐振性は、外部から加わる振動加速度0.5Gが限度ですので運転時
には，注意して下さい。

6 機械との連結

A注 意

･モータを負荷と結合する場合は，心出し， ベルト張り，プーリの平行度などにご注意く
ださい。

直結の場合は，直結精度にご注意ください。ベルト掛けの場合は， ベルト張力を正しく

調整してください。
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A注 意

また，運転前には，プーリやカップリングの締め付けボルトは，確実に締め付けてくだ
さい。

破片j|噌散によるけが， 蛙|趾破仙のおそｵ1があります。

･回転部分に触れないように， カバーなどを設けてください。
けがのおそれがあります。

･モータ単体で回転させる場合は，主軸に仮付けしてあるキーを取り外してください。
けがのおそれがあります。

･モータと機械との結合前に， 回転方向を確認してください。

けが． 装置破損のおそれがあります。

･防爆電気機器には，絶対に乗らない，ぶら下がらないようにしてください。
けがのおそれがあります。

･モータ軸端部のキー溝は，素手で触らないでください。
けがのおそれがあります。

カップリングまたはプーリを取り付ける場合は,軸受に損傷を与えないように｢は

めあい」の選択または「焼きばめ」などによる取り付け作業を行ってください。
無理な打ち込み作業はしないでください。

カップリング直結の場合は， 図3に示タイヤルインジケータ
す点にご注意ください。

ベルト連結は， モータと機械の軸を平

行にし，両プーリの中心を結ぶ線と軸

が直角になるようにしてください。詳

細は，項6． 1をご参照ください。

ギヤー連結は， モータと機械の1IIIIを平

行に，歯面の中心で正しくかみ合わせ

てください。

スベト
入

シ
挿

ネ
土
と

中心線を一直線

プリングをともノングをとも

にする｡）

回 ししながら，
司

T5Umm以下4個所を測定して

全周4ヶ所を測定して最大，最小の差が

famm以下(ギｬｯブを均一にする｡）

図3 カップ。リング直結
6. 1 Vベルト及びVプーリの適用

モータと相手機械をベルト掛けで連結する場合の, Vベルト及びVプーリの適用

を表2に示します。Vベルト連結の場合,Vベルトの張力及びVプーリの適用は，
モータの軸強度や軸受寿命などに大きな影響を及ぼします。

．Vベルトの張りが弱い場合は。 Vベルトのスリップ増加による動力伝達効率

の低下やベルトの振動による'lilll受の損傷を招くことがあります。

．Vベルトの張りが強すぎる場合は､lilllに過大な荷重が加わることになり， 軸
の折損，軸受の焼損, Vベルト寿命の低下などを招くことがあります。

従って, Vベルトと及びVプーリの通川をご計画の際は， 表2に示す範囲内で設

定してください。 この範囲外の適川になる場合は．特殊設計となる場合がありま
すのでご照会ください。

6． 1． 1 Vう°－リの適用と取り付け上の注意

(1) モータ用Vプーリは， モータの通風冷却を妨げないようにするため， 図4の

ようなアーム形を標準としています。従って， 平板形を使用する場合は， 図
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4のようにできるだけ大きな通風穴を開けてご使用ください。

モータにVプーリを取り付ける場合は、 モータ軸段付き部及び軸受に加わる

荷重を最小にするため, Vベルトの張力による軸の荷重点をできるだけモー

タ側にもってくる必要があります。従って, Vプーリのリム端面は， 図4の

ように軸段付き部と同一面になるように取り付けてください。

(2)

PWPW(リム幅）

軸

●
荷重点

(b)平板形(1形）

荷重点

(a)アーム形( 1形）

PW

F一旦坐可

6
荷重点

(4形) (d)平板形(4形）

モータ用Vプーリの取り付け

●
荷重点

(c)アーム形

図4

6. 1.2 Vベルトの張り方

Vベルトたわみ荷重は, Vベルトを適正に張るための荷重です。つまり． Vベル

トを適正に張るためには，次のように張ることが必要です。

(1) ベルトとVベルト車の接点間距離t (mm)を，

=､/c2-( ､言dソ に求めてください。I

(2) tの中心を求め、 この中心点において、Vベルトに対して垂直に荷重を加え，
そのときのたわみ量6が、次の値になるようなたわみ荷重Td (N/本）を

求めてください。

6=0.016×t (mm) <図5参照〉

例えば．ベルト接点間距離lnlに対するたわみ量は

0.016×1000=16 (mm)です。
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(3) すべてのVベルトに対して垂直に加えた荷重の平均値が，表2に示すたわみ

荷重Tdの範囲に入るようにベルトの張りを調整してください。

たわみ量(mm)

接触角度（度）

:大Vベルト車径(mm)

;小Vベルト車径(mm)

軸間距離(mm)

たわみ荷重(N/本）

Ｏ
９
Ｄ
ｄ
Ｃ
ｍ

＝

図5 ベルトの張り

2本以上のVベルトを使用するときは，ベルト周長のそろったマッチドセッ
トをご使用ください。

VベルトとVプーリの接触角度は, 14()度以上でご使用ください。

表2のたわみ荷重(Td)は, VベルトとVプーリの接触角度が140度のとき

の値です。接触角度が異なる場合は､次の補正係数により140度の場合により

たわみ荷重を下げてご使川ください。

TdO=KO×Td

(4)

ｊ
ｌ

５
６

く
ｉ

接触角度(9) ’ '40. 150。 」60． ’70． ’80．
袖正係数(K9) LO O98 0" n9] Q90
ただし． TdO :接触角度補正後のVベルトたわみ荷重

Td :接触角度140度のときのVベルトたわみ荷重（表2)

K9 :たわみ荷重の接触角度補正係数

' 1



表2 Vベルト及びVプーリの適用とたわみ荷重

MII幅Vベルト

プーリ[mm] たわみ荷重Td(N/本](注）

標準Vベルト

ブーリ[mm] |たわみ荷重T(I[N/本] (注）
本
数
１
１
１
２
２
３
３
３
４
５
５
５
５
６
６
７

’
２
２
３
３
３
４
５
５
４
５
５
６
７
１
２
３
３
３
４
５
５
４
５
５
６

邨
緬
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

極
数
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

タ

ー

ｂ

一

ｂ

一
Ｏ

↑
岬
鍬
哩
恥
師
岨
聖
諏
顕
祁
’
５
８
２
０
７
５
５
０
０
１
２
３
５
７
１
５
８
２
０
７
５
０
０
１
２
３
５
７
１
５
８
２
０

５
４
７
５
２
７
５
５
５
４
７
５
２
７
５
５
５

定
１
１
１
１
２
３
３
４
５
１
１
１
２
３
３
４
１
１
１
２
３

定|‘出力

kW

本
数
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
３
ｌ
３

４

６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
４

４
ｌ
４
５
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
２

３
ｌ
３
ｌ
４
５
ｌ
６

３
ｌ
４
４
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
１

２
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
４
５
ｌ
６

３
ｌ
４
ｌ
４
－
５

祁
髄
一
延
延
訓
一
訳
一
訳
訓
一
巡
訓
一
訳
一
訓
一
訳
一
Ｗ
｜
訳
一
Ｗ
｜
訓
一
研
一
訓
一
辨
雨
扉
而
一
巡
型
択
一
型
馴
一
研

訓
訶
一
訳
而

訳
一
洲
雨
一
バ
ー
型
型
訓
一
敬
一
馴
雨
訳

新しいベルトを
張るとき

呼び径

[de]

百
田
、
Ｉ
Ｊ

Ｖ
ｍ
Ⅲ
１
亭
課
ｉ

ム
弧

Ｉ
Ｉ

ｌ
Ｋ

ベルトを

張り直すとき
呼び径
(de) 鮒|撫曾ﾙﾄを

ベルトを

張り世すとき

１
４
７
７
６
５
５
４
４
４
４
４
８
６
５
６
８
６
６
５
５
５
４
４
４
６
７
６
３
４
７
７
５
５
５
５
４
４
５
６
５
５

４
８
４
４
０
５
５
征
Ｑ
私
Ｑ
Ｌ
９
６
２
０
Ｌ
９
Ｑ
４
５
６
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
３
９
４
２
４
３
５
２
６
６
８
０
｜
ａ
９
４
２

４
７
１
１
２
２
２
２
３
２
３
３
５
６
７
７
１
１
２
２
２
２
２
３
３
７
６
６
８
８
１
１
２
２
２
２
２
３
７
６
７
７

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ
一
へ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

２
６
７
７
６
５
６
５
５
５
５
４
９
９
８
７
８
６
６
６
６
５
５
４
４
７
９
８
５
５
７
７
５
６
５
５
５
５
７
８
７
７

９
８
２
２
弧
２
Ｌ
３
６
３
６
Ｒ
１
頂
ｚ
Ｌ
９
Ｚ
Ｒ
１
１
３
３
茄
征
Ｌ
４
０
３
Ｌ
２
２
２
９
３
３
５
６
５
０
４
＆

３
６
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
５
５
６
６
１
１
２
２
２
２
２
２
６
５
６
７
７
１
１
２
１
２
２
２
２
６
６
６
６

２
６
７
７
６
５
６
５
５
５
５
４
９
８
７
７
６
６
６
６
５
５
４
４
７
９
８
５
５
７
７
５
６

９
８
２
２
Ｒ
２
Ｌ
ａ
６
３
６
柾
Ｌ
私
２
Ｌ
８
Ｒ
停
人
Ｌ
Ｌ
３
３
玩
秘
１
４
０
３
Ｌ
２
２
２
臥

３
６
１
１
１
ワ
〕
ワ
】
２
２
２
２
２
５
５
６
６
９
１
１
２
２
２
２
ワ
】
２
６
－
，
６
７
７
１
１
２
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ
一
一
一
一

４
９
８
８
７
６
７
６
６
６
６
６
２
１
０
１
８
７
７
７
７
６
６
６
６
０
１
０
８
９
８
８
６
７

９
３
９
９
３
冗
６
８
０
８
０
Ｌ
Ｌ
５
９
８
〔
４
３
３
６
６
８
８
Ｌ
Ｌ
８
３
尿
６
５
９
９
私
生

２
５
１
１
１
１
２
１
２
２
４
４
４
４
１
１
１
１
１
１
２
２
４
４
４
５
５
１
１

別
一
別
一
別
一
布
一
布
一
叩
一
皿

唖

睡
一
唖
一
即
一
蜘
一
皿
一
抑
一
理

狸
一
別
一
柘
一
布
一
”

皿
一
幽
一
帥
一
山
一
蜘
一
蜘
一
蜘
一
狸
一
型
一
理
一
両
一
応
一
帥
一
”

唖
一
即
一
即
一
皿

脚
一
脚
一
刎
一
型

皿
一
恥
一
曜
一
諏

輌
一
薪
一
郷
一
却
一
蜂
一
岬
一
郷

恥
一
祁
一
榊

稲
一
理
一
恥

曜
一
輌
一
輌
一
却

却
一
錨
一
弥

恥
一
恥

祁
一
榊

稲
一
鼎
一
四
一
赫

蕪
一
郷
一
郵
一
坤
一
鄙

岬
一
地

祁
一
榊
一
鼎

3．92～4．41

6．86～7．84

10．8～12．7

10．8～11．8

寸f，－ 1戸一

1．．／～ID,イ

13．7～15．7

18．6～21．6

21．6～24．5

22．5～25．5

23．5～26．5

25．5～28．4

27．4～31．4

39，2～45.1

40.2～46．1

44．1～51．0

46．1～52．9

8．82～9．8

8．82～9．8

13．7～15．7

12．7～14．7

17．6～20．6

22．5～25．5

22．5～25．5

23．5～27．4

25．5～29．4

39．2～45．1

38．2～43．1

44．1～51．0

45．1～51．9

45． 1～51．9

11．8～12．1

10．8～12．7

12．7～14．7

15．7～17．6

22，5～25．5

21．6～24．5

23．5～27．4

26．5～30．4

40．2～46．1

40．2～46．1

43．1～49．0

46．1～52．9

２
６
８
８
７
７
６
６
５
５
５
４
２
２
１
１
２
２
７
【
Ｉ

ｇ
８
０
ｕ
３
ａ
＆
Ｌ
２
３
《
凱
私
９
０
４
６
８
８
３
２

３
６
１
１
１
１
１
２
２
ワ
】
２
２
３
４
４
４
８
８
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

４
９
２
８
８
８
７
７
６
６
６
６
４
４
３
３
６
６
８
８

９
３
８
記
０
０
４
６
［
ｆ
［
４
９
Ｌ
Ｑ
Ｌ
４
６
８
８
０
Ｑ

２
５
８
１
１
１
１
１
１
１
２
３
３
３
３
６
６
１
１

５
５
５
５
戸
、
一
ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
５
０
３
３
２
１
１
１
６
１
１
７
０
５
５
０
３
３
２
１
１
０
６
６
１
７
０
５
０
０
３
２
１
１
０
６
６
１

２
２
２
３
３
５
６
６
８
０
０
０
３
６
６
８
２
３
３
５
６
６
８
０
０
１
３
３
６
８
２
３
５
５
６
８
０
０
１
３
３
６

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

市
一
布
一
帥
一
卯
一
叩
一
皿

唖
一
団

血
一
ｍ

抑
一
理
一
理

理
一
鉦
一
抵
一
即
一
部
一
ｍ
一
Ｍ
｜
唾
一
団
一
函

ｍ
一
理
一
狸
一
狸
一
鉦
一
遜
一
麹
一
別

別
一
妬
一
皿
一
唖
一
団

団
一
抑

理
一
浬
一
却

率

戸
ｂ
－
１
Ｄ

７
２

令
１
２

ジ
〆

へ
へ

７
６

３
７

１
１

５
５
５
２
２
１
１
１
８
８
７
７
５
６
５
５
２
ワ
》
１
１

２
３
５
９
８
４
５
－
ｏ
１
０
２
－
ｂ
２
１
３
６
０
０
３
６

２
２
２
３
３
４
４
４
１
１
１
１
ワ
］
２
２
２
４
４
４
４

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

６
６
６
４
４
３
３
３
ワ
〕
２
８
８
６
７
６
６
４
４
３
３

Ｔ
８
９
０
９
４
ａ
５
８
８
９
Ｌ
私
６
８
０
Ｌ
Ｌ
３
６

１
１
１
３
２
３
３
３
８
８
１
１
１
１
２
３
３
３
３

５
５
－
．
、
５
〔
ｊ
８
７
７

３
３
５
６
５
０
４
３

２
ワ
｝
ワ
〕
２
６
６
６
６

）
）
〉
）
〉
〉
｝
〉

〆
房
涙
戸
〆
鈩
〆
〃

６
６
６
６
０
０
０
０

７
７
９
０
１
７
１
０

１
１
１
２
５
４
５
５

たわみの荷重は． 5()I Izの照合の値で示しています。洋細については． JEM技術費料第1()8号「Vベルト
の張り及び適用」をご参照ください。
たわみ荷重(Kg/本）の値は， 表中（N/本）データを9.8で削って算川してください。

１
１
ワ
一

Ｊ注ｉ
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7 配線

△危険

電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または取扱説明書によって実施してください。

感准や火災のおそｵ1があります。

電源ケーブルの引き込みは，電気設備技術基準， 内線規程，防爆指針のほか，取扱説明書
によって実施してください。

爆発． 引火，感電のおそれがあります。

△注 息

・絶縁抵抗測定の際は，端子に触れないでください。

感芯のおそれがあります。

ﾊﾛ線は，電気設備技術基準あるいは電力会社の規定に従うことはもちろん，特に

工場電気設備防爆指針に定められた「電気工事の防爆」基準に従って行ってくだ

さい。

7. 1 電源ケーブル

電源ケーブルサイズは，電動機の許容電流はもちろんのこと， 配線距離や周囲環

境を考慮して使用するケーブルを選定してください。

7.2接続

電動機リードとブレーキリードは内部で接続しています。また， 直入れ始動を標

準としていますので、端子箱内のリード線は3本になっています。

接続部は，粘着性テープ（たとえば絶縁テープ等）で完全に絶縁してください。

7.3接地

接地端子は，端子箱の内部はまたは電動機ll111部（フランジ形の場合はフランジ面

¥{11'1)に設けていますので，必ず接地工事してください。

8 運転

△危険

･通電中にカバーを開けないでください。

爆発、 引火のおそれがあります。

･運転中に回転体（軸など）へは，絶対に接近または接触しないでください。

巻き込まれ、 けがのおそれがあります。

･停電したときは，必ず電源スイッチを切ってください。

けがのおそれがあります。

13



△
一
日
心注

･運転中，防爆電気機器に手や体を触れないようにご注意ください。

やけどのおそれがあります。

･異常が発生した場合は， 直ちに運転を停止してください。

感電． けが、 火災などのおそれがあります。

運転に先立ち、特に次の点をご確認ください。

(1) 始動前に据え付け，機械との連結、配線ヒューズ，接地が正しく行われて

いることを確認してください。

(2) 始動時は、なるべく負荷を軽くして． 全速になって全負荷をかけるようにし

てください。また． この時異常な振動、音等がないことを確認してください。

(3) 負荷が適当か電流計で調べ、 ネームフ°レートの電流値と比較して負荷を軽減

してください。

(4) 運転中に停電したときは，思わぬ事故を起こすことがありますので．必ずス

イッチを切ってください。

9 保守・点検

△危険

･電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または取扱説明書によって実施してくださ

い。

感電や火災のおそれがあります。

・電源ケーブルの引き込みは，電気設備技術基準， 内線規程，工場防爆指針のほか，取扱

説明書によって実施してください。

爆発． リ|火，感電のおそれがあります。

瓜 意注

･絶縁抵抗測定の際は， 周囲にガスまたは蒸気の爆発性雰囲気がないことを確認してくだ

さい。

爆発リ|火のおそれがあります。

･絶縁抵抗測定の際は，端子に触れないでください。

感電のおそれがあります。

.軸受へのクリース注入・排出は給油銘板に従って行い， 回転体にご注意ください。

けがのおそれがあります。

･防爆電気機器の表面は， 高温になっている場合があります。保守・点検の際には，素手

で触らないでください。

やけどのおそれがあります。

防爆形モータの保守は、労働省産業安全研究所発行の工場電気設備防爆指針に，

その基本的なあり方が示されています。モータを正常に保ち， 良好な運転状態を

維持するには．需要家の管理が必要です。
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9. 1 日常の点検

始動・運転状態での振動音など触感及び'偲感にて異常のないことを点検します。

定期点検

フレーム・ブレーキカバに堆積しているほこりの清掃。

外被の変形， 破損，腐食状況の点検。

端子輔内の点検（リード線の劣化，接続部の緩み）

絶縁低j'Lの確認。

ブレーキ部の点検、 清掃。

ブレーキギャップ（隙間）の点検。

軸受グリースの補給。

9．2

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

9.3軸受の保守

軸受の寿命やグリースの補給期間は，電動機の容量や回転数あるいは周囲温度に

より異なりますが， おおよその目安としては次の通りです。

なお,取り替える軸受はネームプレートに示されている軸受番号のものを使用し､

グリースはリチウム系のグリースを使用してください。

(1) シールド玉軸受の場合

シールド玉軸受は， グリースの交換ができませんので， グリースが消耗又は

劣化したら巾Ill受ごと取り替えてください。

交換|I寺川は， 普通の運転では約2年に1回程度の取り替えになります。

(2) グリース交換形11illl受の場合

当社独自のオーバグリース防止構造となっています。

グリースの種類と補給期間及び補給量は，電動機に「ベアリング用グリース

について」 というネームプレートを付けていますので． この内容に従って補

給をしてください。

他のグリースを使用される場合は，補給期間が短縮される場合がありますの

でご注意ください。

表4 軸受またはグリースの交換時期（参照のため､電動機のネームプレートでご確認ください）

llili 考だ換時期illlll受形式 ｜ ′,他動機柧数

一般にグリース交換できな

C, 'lllll'更になっております。
2． 4． 6． 8抑 軸受交換約2ｲIシールド|f'lil l l受

グリース交換

15()01 1 ,↑llll
2棚

グリース交換の際のグリー

スﾙ紬11t及び交換要領は､

i：E刺｣機にIIR付･けたネームフ

レートをご参照ください。

グリース交換

3()001 1 ､yllll

グリース交換形

'lilll受
l, 6， 8槻

グリース交換

1000時間

2， 4． 6恢
(|耐熱クラスF）

9.4分解・組立時の注意

電動機の各接合部には、 防塵性を高めるためにゴムパッキンを使用したり，液状

パッキンを塗布しています。分解の際にはゴムパッキンを無くさぬようにし， 再

組立て時には忘れずに取付けてください。
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また。液状パッキンを塗布している部分は，古いものを除去し新しい液状パッキ

ンを塗布してください。

10ブレーキのゆるめ方

機械の調整等でブレーキを緩める時は、ブレーキ緩めハンドルのつまみを手前に

引きハンドルを反時計方向に回らなくなるまで回して下さい。

回す際、重みを感じますのでその後2,3周程度回してください。 これでブレーキは

解放され軸は自由に回ります。

調整が済んだらブレーキ緩めハンドルは必ず元通りにセットして下さい。ブレー

キが緩んでいると危険であり、緩めた状態での運転は防爆上からも危険ですので

避けて下さい。

10. 1 電磁石ストロークの調整

ストロークの調整期間はブレーキモータ制動回数及び制動時間によって定まるも

ので，一概に決定することはできません。 しかし，長期にわたる耐久試験の結果

からみて．制動回数が10万回を越えたら(1)にしたがってストロークの制動を行っ

て下さい。

測定の結果ストロークが限界値を越えていれば(2)にしたがってストロークの調

整を行って下さい。

ストロークの限界値及びストロークの調整値を表5に示します。

なお， ストロークとギャップは全周にわたり均等になるように確実に調整してく

ださい。

表5 ストローク許容限界値及びストローク，ギャップの調整値

洲終値（m、）

ギャップGR1 1 ストロークS

限界値(mm)

ストロークS
ブレーキ形式

皿
皿
嘔
恥
哩
凹
卿
卸
ｍ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

1.0

0．2～().3 ().7～0．8

1民
上.1J

().-1～0．5 1.2～1．4 2.0

(1) ストロークの測定

①キープレートlを外し， ブレーキゆるめハンドル2を，反時計方向に回し

て外します。なお． スピンドル13は残ります。

②ボルト3を外し，ブレーキカバー5を外します。

（ブレーキカバー取り外しボルト4を使って外すと防爆面に傷がつかず楽

に外せます｡）

③ブレーキカバーが外れると、 このままの状態で，すきまゲージを用いてス
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トロークSを測定します。ストロークSが表5に示す限界値を越えていた

ら。次の(2)に従ってストローク訓整を行なって下さい。限界値を越えてい

ない場合でも早目にストローク調整を行なうことにより、 ブレーキ寿命が

延びることがあります。ストローク調整が不必要な時は分解と逆の順序で

組み立てて下さい。

(2) ストロークの調整

④ナットを外して，電磁コイルを外します。

（支え板，バックフ°レート、緩御ばね,電磁コイルは一体になっています｡）

その際電磁コイルに傷がつかないように注意して下さい。

⑤ばね座制動ばね，電磁石可動鉄心の順に分解します。

⑥ロックワッシャを起こし， 回り止めボルトを外します。

⑦この状態で調整ねじを使って，ギャップGRlを調整します。調整ねじを

時計方向に回すとGR1は小さくなります。 GRlの調整値は表5を参照

ください。

⑧所定のギャップGRlがでたら， ロックワッシャ， 回り止めボルトを使用

してギャップ調整ねじをliirl定します｡ギャップ調整ねじとハブのねじには，

ガタがありますから、 回り止めボルト （4個所）を締付ける時、 片締めし

ないようにとくに注意して締付けてください。以上，ギャップ調整が終わ

ったら， 分解と逆の||旧序で組み立てて下さい。

⑨電磁コイルを組み立てると、 ナットを使ってストローク調整をします。調

整個所は3個所ありますのでストロークが全周にわたって均等になるよう

に調整して下さい。ストロークの値は，表5の調整値を参照下さい。

ストロークを調整することにより, GR2は必然的に決まります。

以上でストローク調整は終わりですがブレーキカバーを取付ける前に，電磁コイ

ルに電流を通してブレーキ部分の動作をチェックして下さい。

（この作業は危険場所では行なえませんので安全な場所で行なうか、雰囲気を十

分にチェックして下さい｡）

チェックが済んだらブレーキカバー， ブレーキゆるめハンドルを取付けてスト

ローク調整は終わりです。 この際，防爆接合面には不乾性液状ガスケットを塗布

して下さい。

10.2ブレーキライニングの交換

ブレーキライニングは， 厚さ3mmのものを使っており， 残りの厚さがlmmま

で使用できます。

1mmになるまでの制動回数は．負荷GD2 (ブレーキ停止時間の長短）ブレーキ

の形式により異なりますが， 無負荷でおよそ50万回以上の寿命をもっています。

ブレーキライニングの点検は,電磁石ストロークの調整の際に行なってください。

ブレーキライニングの厚さがlmm以下になった場合は、 つぎの順序で新品と交

換してください。交換川の部品（ブレーキ円板， ハブ，ギャップ調整ねじ， 回り

止めボルト， トルクピンが一体）の購入は，表5のブレーキ形式を明示して， 当

社へご要求ください。

ブレーキライニングは． ブレーキ｢11板， ハブ，ギャップ調整ねじなどを一体にし
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たまま新しい交換用部品と一式取替えます。

ブレーキ円板のみ交換しますとブレーキ円板の穴とトルクピンとが合わないこと

があります。

⑩ストローク調整の⑥の状態から，ギャップ調整ねじを外し， ブレーキ円板

を外します。 この時， フロートばねを紛失しないように気を付けてくださ
’､

V jo

⑪ナット21を外し，ハブを外します。ハブと電動機軸はテーパで固定されて

いますので外れにくい場合には、ギャップ調整ねじを反対にねじ込んで、

ベアリング抜きを調整ねじの外径にひっかけて外してください。

次に，新しい交換用の部品を組みます。組立では分解の逆の順序で行ない

ますが， キーやフロートばね等の部品の組み忘れのないようにし，ギャッ

プ調整.ストローク調整.ブレーキ部の動作チェックも必ず行なって下さい。

10.3その他の部品交換

ブレーキライニング以外にも．機械式のブレーキでは、 ブレーキ開放，動作時に

大きな衝撃力が発生するため，摩擦や疲労が起こります。

各ブレーキ部品は， この衝動力に-'一分耐えるように製作しており、 100万回以上の

寿命を持っています。

ブレーキライニングの交換を行なうと、 トルクピンも同時に交換されるので、 通

常の使い方で問題は発生しませんが，負荷の状態，連続使用頻度その他悪条件

が重なるとトルクピンの異常摩擦が発生します。 したがって， これらの部品は，

電磁石ストローク調整の際に必ず確認してください。

点検要領と処置を次に示します。

(1) トルクピン

トルクピンの摩擦は、 ブレーキ円板とハブのがたにより確認し、 つぎのよう

になった場合は． ブレーキライニングと同様新しい交換部品と取替えてくだ

さい。

・ブレーキ円板をラジアル方向に動かすとがたがある。

・ トルクピンの摩擦が0.5mm程度以上になっている。

(2) ブレーキライニングのしゅう動面および可動鉄心ガイドスタッド

ブレーキライニングのしゅう動而および可動鉄心ガイドスタッドが， つぎの

ようになった場合は， ブレーキ寿命ですので， 当社，代理店にご連絡くださ

い。

。ブレーキライニングのしゅう動面の段差が0.3mm程度以上になっている。

・可動鉄心ガイドスタッドの電磁石可動鉄心部接触面の摩擦が0.5mm程度

以上になっている。

11 異常診断の手引き

11. 1 振動，温度音響， じんあいの異常原因

電動機が正常かどうかは，振動，温度，音響などの外部診断である程度診断でき

ますので，定期的に点検して． 異常現象を早期に発見し『 その原因を究明して処

置を施して下さい。万一異常が発生した場合の，予想される原因と点検要領及び
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処置を次に示します。

11． 1． 1 振動について

電動機の振動は，使川状態によって多少の差があります。 しかし、振動が大きい

と軸受部コイル部などの故障の原因にもなります。

振動に対する異常原因と点検要領及び処理について表6をご参照ください。

表6 振動の異常原因と点検要領処置

処
“I

I亘検1腿領異'附ll,hi所 |県 ｜大I

ベ､ソドや1,1§礎が振動してない

か

近くに振動源はないか

地樅沈下･ひび割れはないか

基礎をやり直す州{､l･けj!L礎がi炊弱または不

安定
据{､lけ基礎

架台を補強する架台のl111'Wﾐを調べる

カップリングの振れを測定す

る

振れが0.05mm以上あ

れば修正する
カップリングまたはプｰﾘの

・侃心

・質邑アンバランス

・破損

・キーが長すぎる場合のア

ンバランス

ﾉ]ツブリング

または

プーリ

カップリングまたはブーリを

Iilllに収付けたときと，外した

ときの振卿j値の比較をする

質量アンバランスを修

正する

芯出しを棚1盤する

軸受を取り換える

llf結の芯出し不良

1Illl受の似つき及び摩耗

芯ｲ|;い・ | |'li l li1IWI川を;Ⅲlくる

ク．リースを補給してみる'lilll 受

緩んでいるネジを締め

る

‘,世勤機の各締{､|けねじの緩
み

各i,fliを点検する砥動機本体

負荷機械の振動を修正

する

負{|『機械との直結を切離して

1回lしてみる
負荷機械が振動している負ilr機械

11． 1．2温度について

電動機の許容温度は． 許容最商温度以下で運転してください。

最高許容温度を超えて運転すると，電動機の寿命が大I偏に短くなるばかりか，電

卿j機の焼損事故にもつながります。

電動機の温度測定は，測定個所に温度計を当てて測定し， テストレポートの値と

大差はないか， または前回測定||寺の温度と大きな変化はないか確認します。

温度上昇に対する異常現象と点検要領及び処置については，表7をご参照くださ

↓斗
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表7 温度の異常原因と点検要領，処置

点検要領 処 慨異柑個所 原 ｜左I

定格電流値以下で運転
する

負荷が増大している 負荷唯流値をI淵くる

電動機本体
分解．手入れをする

粉塵を取り除く
じんあいの付着が多い じんあいの付･芯状況を調べる

グリースが劣化している グリースを点検する グリースを交換する

グリースの趾が不足して

いる
グリース量を点検する グリースをﾈ'1給する

刺l 受 軸受が不良 焼損．破損などしていないか II1II受を交換する

負荷との直結が不良 負荷との直結状態を洲くる |宣結を修正する

ベルトが張りすぎになっ

ている

ベルトの張りを修正す
る

ベルトの張り具合を州くる

11． 1．3音響について

音響は大きく分けて磁気音， 風音, '|illl受音，その他の接触音などがあります。

磁気音は，特に大きくなければ問題ありません。ただし，音の内容によっては問

題になる物とならないものとがあります。そのため， 日常点検で異常音が出てき

たら調査する必要があります。音に対する異常原因と点検要領,処置については，
表8をご参照ください。

表8 音の異常原因と点検要領，処置

異常原因 原 因 点検要価 処 ﾉi

潤滑不良（ゲージ音）

グリース不足や低温時に
出ることがある

潤滑不良（ゲージ音）

グリース不足や低温時に
出ることがある

シャカ． シャカ， シャリ． シ

ャリという金属性の連続音が

出ていないか

常に大きくなければ問通な
い

グリースを補給する

レース面の傷つき‘打痕

はくり

ゴト、 ゴトという音が出てい

ないか
軸受を取替える

新しいグリースを多量に注

入して古いグリースを排出
させる

グリースを入替えても音が消

えない時は軸受を取替える

不規則なギリ．ギリ． キリ，
キリ， ガリ，ガリ音が出てい

ないか

軸受 じんあい．鉄粉などの混
入

噛卿j機だけを運転してカチ

ャ． カチャ． ゴト， ゴト， キ

ュッ， キュ,ｿなどの音が| | }て

いないか

他からの伝導音

相手機械やカップリング

部分からの発生音の場合

苑'|ﾐ源を修理する

11． 1.4 じんあいについて

じんあいが吸排気' 1に多量に付着すると,電動機の冷却効果を著しく下げるため．

温度が異常に上昇します。 じんあいの種類や程度によっては，定期的に分解・点

検の時期を決めて． じんあいを除去してください。

11.2電気的異常現象と処置

電動機を運転する際に電気的異常現象が発生した場合の，予想される異常現象と
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その原因及び点検要領，処置を表9に示します。

運転中に発生する異常については， 前項の振動、 温度．音響に分けて示していま

すのでご参照ください。

表9 電気的異常原因と処置

点検典伽異常||ILI所 |ﾙ（ ｜ﾉく1 処 置

",‘ﾛ肋機端子U

l｣lをi!1ll定する

WI川の龍
件地している 地力会社へ連絡をする

‘,｡E動機端子U, V.WI川に正

湘な‘屯圧がきているか点検す
る

リード線及びコイルの

相が断線している

断線部分を確かめて．修

理及び巻替えをする
始動しない

うなり音もし

ない 各櫛ｲﾝﾀｰﾛｯｸの解

除不良

接続部の締{､l･けが緩んで

いる

トランスが故障している

配線が断線している

各繩インターロックの

解除，点検調整

無通'地状態にして修理

または取替える

不良簡所を目視で､|1IIIできな

い時は無通電状態にして各機

器とその配線をチェックする

1:EJJj磯端子U, V,Wl lliの電

圧を測定する

大きなうなり音を発する． 無

負IMiにして手で回すと始動す

る

超勤機やトランスのコ

イル．接触器ヒューズ

などを調べて修理また

は取替える

三相3"' | 1のl線が断線

した状態になっている

（単相巡蛎）
始動しない

うなり音はあ

る 負ｨ|rを'l唯くする。または

地動機の容量をアヅプ

する

原|kiを洲べて正常な状

態に戻す

過負荷になっていないか調べ

る

泄勤機及び負荷がロック状態

になっていないか調べる

過負荷になっている

地抑容II1:、噛線容最など

を検!;､Iして正しい'!tl1 i

に戻す

,:u脱電圧が低|<して|､ﾉl

クが不足している

‘,，ﾛ川j機端j4u, v, wI IIjの電
圧を測定する

加速しない

運転中に速度

が低下する
導体が破損している場合は．

岻流がふらつき異粥音を発生

するので，唯卿j機を分解して

雌i淵する

回転子導体が破姐して（

る

導体の不良部分を修剛

する

注）電源電圧が不平衡になっている場合は、電動機出力が大幅に減少し，停止す

るかあるいは電動機の温度が上昇し， コイルを焼損する原因になります。

このような場合は， 各相の電流が定格電流値以~ドになるように．電源電圧の

不平衡を修正してください。
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11.3ブレーキの異常現象と処置

表10ブレーキの異常原因と処置

処 置

接続部分を修理する

専門工場へ修理を依頼する

電源屯圧を修正する

ストロークの洲盤をする

接続部分を修理する

専門工場へ修理を依頼する

異'肘個所 原 因

電磁石の2相が接続不良

電磁石の2相が断線

電源電圧が低い

電磁石のストロークが大きい

電磁石のl相が接続不良

電磁石のl相が断線

電磁石が吸引しない

吸引するがびびり音が

する 電磁石の吸引面に異物が入ってい

る
分解して異物を取り除く

ブレーキゆるめハンドルをゆるめ

状態にしている
ハンドルをもとにもどすブレーキがきかない

負荷イナーシヤが大きい

ライニングが摩耗している

ブレーキ容量の大きいものにかえる

ライニングを取替える
ブレーキのききが悪い

ライニング面に油などが付着して

いる
分解してライニング面を掃除する

イナーシャを小さくするか電動機の容量

をあげる

蹴度を小さくする

負荷イナーシャが大きい

ブレーキ部分．電動機

部分が過熱する
使用頻度が大き↓

周I除l淵度を下げる

通勤機のコイルの耐熱クラスを上げる
周囲温度が商い

道磁石のストロークが小さすぎる 所定のストロークに調整する

ライニングがすれる ギャップ調整ねじ． 回り止めボルトを使

ってふれを直す
ライニングがふれている

12廃棄

A注
一
白
』

(廃棄）

･電動機を廃棄する場合は，一般産業廃棄物として処理してください。

13保証期間

最終需要家への引渡し後1年間または、弊社工場出荷後18ヶ月間のいずれか早く到達し

た期間を保証期間とします。
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